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「
古
紙
」は
資
源
物

　

プ
ラ
容
器
包
装
の
分
別
について
は
開
始

３
年
目
と
な
り
、
慣
れ
が
生
じ
て
き
て
い
る

の
か
、減
少
と
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
古
紙
に
つ
い
て
は
一
概
に
減
少
分

が
燃
え
る
ご
み
に
回
っ
た
訳
で
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、菓
子
箱
等
の「
そ
の
他
の
紙
」

が
燃
え
る
ご
み
の
袋
の
中
に
多
く
入
ってい
る

の
が
目
立
ち
ま
す（
そ
の
他
の
紙
について
詳

し
く
は
左
ペー
ジ
参
照
）。市
で
は
な
ぜ
燃
え

る
ご
み
が
増
加
し
て
し
ま
った
の
か
、主
な
原

因
は
何
な
の
か
、今
後
も
解
決
策
を
模
索
し

　

北
信
広
域
連
合
で
は
、二つ
の

広
域
的
な
課
題
を
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
いっ
た
ら
よ
い

か
、そ
の
方
策
を
研
究
す
る
研
究

会
を
次
の
と
お
り
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
広
域
的
な
観
光
の
推
進

　

高
速
交
通
体
系
の
整
備
に
よ

る
観
光
客
移
動
の
広
域
化
が
ま

す
ま
す
進
む
中
、北
信
州
地
域

の
観
光
に
と
って
更
に
広
域
的
に

協
力
し
合
い
、
北
信
州
の
観
光

推
進
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の

②
広
域
的
な
保
健
福
祉
の
推
進

　

少
子
高
齢
化
時
代
に
北
信
州

地
域
で
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る

た
め
、老
人
ホ
ー
ム
の
あ
り
方
や

よ
り
よ
い
福
祉
政
策
な
ど
、
地

域
の
課
題
を
研
究
す
る
も
の

　
こ
の
２つの
研
究
会
を
組
織
す

る
に
あ
た
り
、広
く
地
域
内
外
の

皆
様
に
も
ご
参
画
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
募
集
内
容
は
、
北
信

広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、市
役
所
３
階
企
画

財
政
課
に
あ
る
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さい
。

◇
北
信
広
域
連
合

　
中
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広
域
的
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
研
究

研
究
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
18
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
選
挙
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

各
選
挙
の
投
票
で
き
る
人
、

投
票
所
等
、
詳
し
く
は
選
挙
ご

と
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
か
ら
ご
予
定
を
い
た
だ

き
、
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
飯
山
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

　

 

告
示
日　
７
月
９
日
㈰

　
投
票
日　
７
月
16
日
㈰

◇
長
野
県
知
事
選
挙

　
告
示
日　
７
月
20
日
㈭

　
投
票
日　
８
月
６
日
㈰

◇
飯
山
市
長
選
挙

　
告
示
日　
９
月
３
日
㈰

　
投
票
日　
９
月
10
日
㈰

◇
飯
山
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
告
示
日　
11
月
12
日
㈰

　
投
票
日　
11
月
19
日
㈰

今
年
の
選
挙
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

発
見
し
た
方
は
早
め
に
連
絡
を

　

市
で
は
巡
回
、
監
視
体
制
を

強
化
し
、
不
法
投
棄
を
発
見
し

た
場
合
は
、
調
査
の
う
え
投
棄

者
の
特
定
を
行
い
、
回
収
や
注

意
を
促
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
も
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る

も
の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
市

役
所
生
活
環
境
室（
電
話
�

３
１
１
１
）、
飯
山
警
察
署（
電

話
�
０
１
１
０
）ま
た
は
北
信
地

方
事
務
所（
電
話
０
２
６
９
㉒

３
１
１
１
）に
連
絡
し
て
く
だ
さい
。

ごみ・資源物処理量の推移
17 年度 16 年度 増減

 可  燃  物 5,495 トン 5,303 トン ＋ 192 トン
 不  燃  物 557 トン 546 トン ＋ 11 トン
 古  　  紙 1,130 トン 1,142 トン △ 12 トン
 ガラスびん 169 トン 180 トン △ 11 トン
 ペットボトル 66 トン 68 トン △ 2 トン
 プラ容器包装 174 トン 178 トン △ 4 トン
 古　   着 5 トン 6 トン △ 1 トン

平成 15 年度よりプラ製容器包装の分
別、16 年度より「生ごみ出しません宣言」

を掲げ、燃えるごみの減少に力を入れてきた
飯山市。しかし残念なことに燃えるごみが 15
年から16 年では１.５％、16 年から17 年で
は３.６％増えてしまう結果となりました。逆に
資源物が減少し、大きな課題となっています。

てい
き
ま
す
。

　
ま
た
平
成
18
年
度
について
は
、引
き
続

き
生
ご
み
の
減
量
推
進
を
行
いつつ
、
特
に

古
紙（
紙
類
）の
分
別
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。

　

全
国
各
地
で
ご
み
の
有
料
化
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。そ
の
有
料
の
対
象
と
な
る
の
が

燃
え
る
ご
み
な
の
で
す
。
飯
山
市
に
お
い
て

も
今
後
、
ご
み
の
有
料
化
は
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
課
題
と
な
って
い

ま
す
。そ
の
と
き
に
各
家
庭
の
負
担
を
減
ら

す
た
め
に
も
、今
か
ら
分
別
上
手
に
な
って
、

燃
え
る
ご
み
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

習
慣
を
身
に
付
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
も
の
の
中

に
は
、
土
壌
や
水
質
を
汚
染
し

か
ね
な
い
物
質
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
早
め
の
連
絡

が
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
の
土
地
で
も
不
法
投
棄

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
ご
み

は
決
め
ら
れ
た
方
法
で
適
正
に

処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
自
分
の
土
地
だ
か

ら
捨
て
て
い
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
に
負
荷
を

空
き
缶
だ
け
で
な
く
粗
大
ご
み
、
家
庭
ご
み
ま
で
・
・
・

捨
て
な
い
で
！

ご
み

与
え
る
不
法
投
棄
は
絶
対
に
し

な
い
よ
う
、
お
互
い
に
意
識
を

高
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
「
ご
み
の
不
法
投
棄
禁

止
」「
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
防
止
」

の
常
時
啓
発
用
看
板
は
市
に
あ

り
ま
す
の
で
、
各
地
区
衛
生
委

員
の
方
を
通
し
て
必
要
な
場
合

は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
空
き
缶
等
の
投
げ
捨
て
だ
け
で
な
く
、
山
林
や
空
き
地
な
ど
に
は

粗
大
ご
み
、
家
庭
の
一
般
ご
み
等
多
種
多
様
な
ご
み
の
投
棄
が
見
ら
れ
ま
す
。

㊨
看
板
を
立
て
注
意
を
促
し
な
が
ら
、

投
棄
者
の
特
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

燃えるごみが　　　　　　   しています

生ごみたい肥化、ごみ分別の出前講座を実施します！
集落や各種団体など、ご希望がありましたらお問い合わせくださ
い。講座の開催日時は夜間・休日でも構いません。
詳しくは生活環境室までご連絡ください。

◇市役所生活環境室　☎ �3111  内線 191、192　

2年連続で…「その他の紙」とは・・・

○箱状のもの：ティッシュ箱、菓子箱、タバコの
空箱など紙製の空箱

○カップ・筒状のもの：紙コップ、インスタントみ
そ汁等のカップ状の容器など紙製の容器

○トレイ状のもの：3 個組プリン・ヨーグルト、6
本組乳酸菌飲料等の紙製の容器

○袋状のもの：封筒、デパートの袋、割り箸の袋、
宅急便の袋など紙製の袋

○包装紙：贈答品の包装紙、広告・チラシ、コピー
用紙、紙製テープ、メモ用紙など

？
燃えるごみとして捨ててしまいがちなこんなごみも
古紙の一つ「その他の紙」として資源物になります

※その他の紙については、ひもで縛らなく
ても封筒等、袋状の物の中に入れて、その
まま出せるようになりました。

増 加

　

飯
山
市
赤
十
字
奉
仕
団
の
幹

部
体
制
が
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。
１
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
４
月
１
日
現
在
、

敬
称
略
）

■
本
部

委
員
長　

春
日
桂
子
（
中
条
）

副 

〃　

   

青
木
恵  

（
南
条
）

副 

〃　

   

白
砂
孝
子
（
戸
狩
）

副 

〃　

   

鷲
尾
英
子（
桑
名
川
）

■
飯
山
分
団

委
員
長　
阿
藤
由
里
（
新
町
）

副  

〃     

田
中
加
余
子（
松
倉
）

副  

〃     

瀧
澤
小
百
合（
曙
町
）

■
秋
津
分
団

委
員
長　
湯
本
政
子
（
深
沢
）

副  

〃     

中
山
美
恵
子（
中
町
）

■
木
島
分
団

委
員
長　
山
本
ひ
さ
み（
坂
井
）

副  

〃     

小
林
米
子（
下
木
島
）

■
瑞
穂
分
団

委
員
長　
品
沢
静
子
（
関
沢
）

副  
〃     
山
﨑
敏
子
（
柏
尾
）

■
柳
原
分
団

委
員
長　

岸
田
香
（
山
口
）

副  

〃     

山
田
久
子
（
大
川
）

■
外
様
分
団

委
員
長　
阿
部
秀
子（
中
曽
根
）

副  

〃     

山
﨑
久
美
子（
法
寺
）

■
常
盤
分
団

委
員
長　

佐
藤
す
み
子

　
　
　
　
　

   　
（
戸
狩
新
田
）

副  

〃     

鈴
木
美
春（
大
倉
崎
）

■
太
田
分
団

委
員
長　

吉
越
郁
子
（
瀬
木
）

副  

〃     

水
野
慶
子
（
五
荷
）

■
岡
山
分
団

委
員
長　
小
田
切
明
子

　
　
　
　
　
　
　

 

（
桑
名
川
）

副  

〃     

吉
越
婦
美
子

　
　
　
　
　
　
　

  

（
桑
名
川
）

今
年
の
飯
山
市
赤
十
字
奉
士
団
幹
部
体
制

△いざという時に備えての訓練の様子

平


